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津山市凍結防止剤散布作業委託契約書 （案） 
 
 平成 26 年度における津山市凍結防止剤散布作業委託（以下「委託作業」とい
う。）について、津山市（以下「発注者」という。）と○○○○○○(以下「受注者」という)
とは、各々対等な立場における合意に基づいて、次の条項により契約を締結し、信義に従

い誠実にこれを履行するものとする。 
 （総則） 
第１条 発注者は、委託作業を受注者に委託し、受注者はこれを受託する。 
 （委託内容） 
第２条 委託内容は次のとおりとし、その詳細は別紙 1 凍結防止剤散布業務委託仕様書及

び別紙 2凍結防止剤散布業務委託特記仕様書のとおりとする。  
（1） 委託路線の実施延長、実施箇所及び延長 

業務

形態 

路線名 
区間 

延長 

（ｋｍ） 
備考 

委託 

大規模農道 津山市野村～東一宮 7.5   

大規模農道 津山市上田邑～鏡野町堺 2.1   

市
道 

1002号線 津山市小田中～椿高下 4.6 2.3ｋｍ＊2車線 

1002号線 津山市林田～高野本郷 4.8  4.0（1車線）+0.4＊2車線 

1003号線 津山市林田～八出 1.5   

1003号線 津山市北園町～沼 0.7   

1004号線 津山市山北～上河原 2.3   

1005号線 津山市林田～上河原 1.0   

261号線 津山市山北～沼 1.0  

A208号線 津山市押入～川崎 0.4 津山中央病院 

T037号線 津山市河辺～川崎 0.6   

B176号線 
津山市小田中地内 0.3 津山市斎場 

B179号線 

  

  

農道計 2路線 9.6   

市道計 10路線 16.9   

計   12路線 26.5    

   （2）委託期間は契約の日から平成２７年３月３１日までとする。 
  (委託料) 
第３条 委託作業の委託料（以下「委託料」という。）次項に規定する場合を除き、次に掲 

げる額の合計額とする。 
    凍結防止剤散布作業ごとの単価に、作業に要した実働時間×作業数（発注者の確 

認した作業者延べ時間）を乗じた額に消費税 100分の 108を乗じた額（その額に 
1円未満の端数があるときは、当該端数を切り捨てた額）     
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 （委託料の支払い時期及び方法） 
第４条 受注者は、委託料について、第 2 条に規定する委託期間（以下「委託期間」とい
う。）終了後、所定の請求書（津山市指定様式）により委託料を請求するもの。 

２ 受注者は、この契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は継承させては

ならない。ただし、発注者の書面による承諾を得た場合は、その限りではない。前項の

規定による請求書を受理したときは、その日から 30日以内に委託料を受注者に支払わな
ければならない。 

 （権利義務の譲渡等） 
第５条 受注者は、この契約により生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、又は継承させ

てはならない。ただし、発注者の書面による承諾を得た場合は、その日から 30日以内に
委託料を受注者に支払わなければならない。 

 （一括下請負又は一括委託の禁止） 
第６条 受注者は、委託作業の全部を一括して又は主体的部分を第三者に請け負わせ、又

は委任してはならない。ただし、あらかじめ、受注者が委託作業を請け負わせ、又は委

任する第三者を指定して発注者の書面による承諾を得た場合は、この限りでない。 
（一括下請負又は一括委託） 
第７条 受注者は、前条の規定により承諾を得た場合を除き、委託作業の一部を第三者に

請け負わせ、又は委託したときは、速やかに発注者に届け出なければならない。 
２  発注者は、委託作業の遂行につき著しく不適当と認められる下請負者又は受託者が

あるときは、受注者に対してその変更を求めることができる。 
 （監督員） 
第８条 発注者は、受注者の委託作業の遂行について、自己に代わって監督し、又は指示

する監督員を定めることができる。 
2  発注者は、前項の監督員を定めた場合には、直ちに受注者に通知するものとする。 
 （現場代理人及び主任技術者） 
第９条 受注者は、作業における技術上の管理と安全管理をつかさどる現場責任者を定め、

書面をもって発注者に通知するものとする。 
 （作業の確認） 
第１０条 受注者は、委託作業を実施した日ごとに、発注者が別に定める日報を提出し、

発注者の確認を受けるものとする。 
2 受注者は、必要に応じて現地確認を行い、現地検査の結果不合格となり手直しを命じら
れたときは、遅滞なく当該手直しを行うこと。 

３ 前項の手直しに係わる稼動時間は、委託料算定の対象としない。 
（損害賠償） 
第１2条 受注者は、委託作業の実施につき自己の責めにより第三者に損害を及ぼしたとき
は、その賠償の責めを負うものとする。また、受注者の管理に係わる人身及び機械の

損害についても同様とする。 
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2. 受注者は、前項に該当する損害が発生した場合には、速やかに発注者に報告しなければ
ならない。 

3. 受注者が発注者と機械使用貸借契約を締結している場合は、当該契約の規定によるもの
とする。この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、発注者受注者双方記名押

印の上、各自１通を保有するものとする。 
 （委託作業の変更、中止等） 
第１３条 発注者は、必要がある場合には委託内容を変更し、又は委託業務の遂行を一時

中止し、若しくは打ち切ることができる。この場合において、委託期間又は委託料を

変更する必要があるときは、発注者と受注者が協議して書面により、変更契約を行う

ものとする。 
  （遅延利息） 
第１４条 発注者の責めに帰すべき理由により、第４条第２項の規定による期間（以下「約

定期間」という。）内に委託料を支払わない場合は、受注者は、約定期間満了の日の翌

日から支払をする日までの日数に応じ、委託金額につき年 3.0パ－セントの率を乗じて
得た金額の遅延利息の支払を請求することができる。 

第１５条 発注者は、次の各号のいずれかに該当するときは、この契約の全部又は一部を

解除することができる。 
（1） 受注者がこの契約に違反したとき。 
（2） 受注者の責めに帰すべき理由により、受注者が作業しないとき、又は作業を実

施する見込みがないと明らかに認められるとき。 
（3） 受注者の作業の実施が不適当であると発注者が認めたとき。 
（4） 受注者が正当な理由がなく、発注者の指示に従わないとき。 
（5） 受注者（受注者が共同企業体であるときは、その構成員のいずれかの者。以下

この号において同じ。）が次のいずれかに該当するとき。 
イ 役員等（受注者が個人である場合にはその者を、受注者が法人である場合   
 にはその役員又はその視点若しくは常時建設工事の請負契約を締結する事務 
 所の代表者をいう。以下この号及び次号において同じ。）が暴力団員等（岡山 
 県条例第５７号。以下「条例」という。）第２条３号に規定する暴力団員等 
をいう。以下この号について同じ。））であると認められるとき。 

ロ 暴力団(条例第 2条第 1項に規定する暴力団をいう。以下この号において同 
じ。)又は暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められるとき。 

     ハ 役員等が自己、自社、若しくは第三者の利益を目的又は第三者に損害を加 
える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用する等したと認められる 
とき。 

     二 役員等が暴力団又は暴力団員等に対して資金等を供給し、又は便宜を供与 
する等積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認

められるとき。 



 4 / 14 
 

     ホ 役員等が暴力団又は暴力団員等と社会的に避難されるべき関係を有してい 
ると認められるとき。 

     へ 下請負契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手

方がイからホまでのいずれかに該当することを知りながら、当該者と契約

を締結したと認められるとき。  
     ト イからホまでのいずれかに該当する者を下請負契約又は資材、原材料の購 
       入契約その他の契約の相手方としていた場合（へに該当する場合を除く。） 
       に、発注者が受注者に対して当該契約の解除を求めたにもかかわらず、受 

注者がこれに従わず、又は当該契約を解除しなかったとき。 
２ 発注者は、前項の規定により契約を解除し、これによって損害を受けた場合は、受注 
 者にその損害賠償を請求することができる。 

  （契約書作成費用の負担） 
第１６条 この契約の作成に必要な費用は、すべて発注者の負担とする。  
  （その他） 
第１7 条 この契約に定めていない事項又はこの契約について疑義の生じた事項について
は、発注者受注者双方で協議の上定めるものとする。 

  この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、発注者受注者双方記名押印の上、

各自１通を保有するものとする。 
 
 
   平成  年  月  日 
 
          委託者（発注者）岡山県津山市山北５２０番地 
                   
                  津山市長 宮地 昭範       ㊞ 
          受託者（受注者） 
                   
                                   ㊞ 
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           別紙―1 

津山市凍結防止剤散布業務委託仕様書 
 
（適用範囲） 
第１条 この仕様書は、発注者が凍結防止剤散布作業を受託者（以下「受注者」という。）

に委託して実施する場合に適用する。 
２ この仕様書の定めにない事項については、発注者又は発注者が定める監督員の指示に

よるものとする。 
 （凍結防止剤散布の目標） 
第２条 路面の凍結を事前に防止し、又は凍結している路面を緊急に融解することにより、

道路のもつ車線幅員の確保を目標とする。 
 （待機） 
第３条 受注者は、気象状況に注意を払い、作業の出動基準に達した場合には速やかに出

動できるよう態勢を整えておくこと。 
２ 受注者は作業の出動基準に達した場合、発注者又は発注者が定める監督員へ状況報告

を行うとともに、出動の指示を受けること。 
 （作業） 
第４条 受注者は、発注者又は発注者が定める監督員から出動の指示があった場合は、直

ちに出動して速やかに作業を行い通行を確保しなければならない。なお、凍結防止剤散

布に出動したが散布の必要がなかった場合は、パトロールを実施したものとする。 
２ 各作業の出動基準は、次のとおりとする。 
(1) 凍結防止剤散布 
 ・路面が凍結又はそのおそれがある場合 
 ・散布量は 20～30ｇ/㎡を標準とする 
３ 受注者は、作業の開始時及び完了時には、発注者又は発注者が定める監督員へ報告す

るものとする。 
  
（作業計画） 
第５条 受注者は、契約締結後速やかに次の事項を記載した作業計画書を提出し、発注者

又は発注者が定める監督員の承認を得るものとする。また、その内容に変更を生じると

きも同様とする。 
(1) 各体制時（平常時、異常降雪時）の作業班の編成 
(2) 連絡方法 
(3) 作業方法 
(4) 安全管理 
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（安全管理等） 
第６条 作業の安全管理及び作業に伴う交通安全対策については、受注者の責任において

行うものとし、委託契約書によるほかは次に揚げるとおり行うものとする。 
 (1) 受注者は、作業に伴う苦情等に対しては、早急に、誠心誠意対応すること。 
  (2) 受注者は、発注者が支給した凍結防止剤を、品質保持が図られるように適切に保管
すること。また、散布作業の必要量を常に確保するように、在庫管理を行うこと。 
（騒音防止） 

第７条 受注者は、付近住民の迷惑にならないよう、騒音防止に努めなければならない。 
（運転日報等） 
第８条 日報等提出書類については、特記仕様書に記載事項のとおり。 
 （クレ－ン操作）  
第９条   
 車庫内において、凍結防止剤（500ｋｇ）を散布車に搬入の際は、備え付け 
 の移動式クレ－ンの操作が必要となるが、その操作にあたり玉掛け技能講習終了者と 

クレ－ンの運転の業務に係わる特別教育終了証の資格を有する者が作業にあたること。 
 また、資格者証を携帯のこと。 
 （支払いについて） 
第１０条 
 受注者は，日報、月報等の必要書類を整理記入し、月初めに前月までの成果を提出する

こと。支払については、３月３１日期間終了後に稼動実績に基づき支払うこととする。 
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凍結防止剤散布作業委託 特記仕様書        別紙―2 
 
 
1．凍結防止剤散布作業の出動について 
(1)契約書、委託仕様書によるものとする。 
(2)受注者は気象状況を把握し、自ら出動態勢を整えること。 
(3)事業主体である津山市が出動指示を出すべきであるが、当日早朝の現地における道路状
況を把握している請負者の判断を優先することとし、請負者の判断により出動する。

また場合により発注者から出動指示もある。作業完了後は速やかに同連絡員に報告を

行うこと。 
 
2．作業計画について 
 (1)受注者は、凍結防止剤散布業務に従事する運転者について、使用機種の運転免許証の
写しを添付し、クレ－ン操作に必要な玉掛講習修了者・クレ－ンの運転業務に係わる

特別教育証も添付し、作業計画書を提出すること。（作業計画書は任意の様式で受注者

が作成すること。） 
 (2)また機械には、機械管理者を記載すること。 
 
3．現場確認及びパトロールについて 
 (1)凍結期間前に支障箇所について現地確認を行い、道路構造物及び凍結防止剤散布車輌
に損傷を負わせないよう注意すること。 

 (2)散布中監督員より指導することがある。 
 
4．機械貸与について 
  委託契約締結後、速やかに物品無償貸付申請書を提出すること。 
  返却時は市の指定した日時、場所において受注者の立ち会いのもと当該機械の整備検

査を行い、市が支障が無いと認めたときは返納するものとする。 
 
5．機械貸与の維持管理について 
 (1)機械の日常点検整備を適切に行うこと。 
 (2)機械修繕に要する費用は、使用していれば壊れるものについては市が負担するものと
する。また負担の区別ができない場合は、協議により決定するものとする。 

 (3)機械の異常等早期発見のため、機械管理者を決め、できるだけ同じ人がその機械を運
転するようにすること。 

 (4)故障及び事故が発生したときには、直ちに市監督員に連絡するとともに、一般交通の
安全を確保し、状況がわかる写真を撮影すること。 
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6．散布業務委託の成果資料について 
作業報告書（作業日報、作業月報等）の様式は別紙 4・５のとおりとする。 

 
(1)写真 
 ・路面状況、凍結状況、散布作業状況は各作業日において撮影すること。 
 
(2)作業日報(別紙４) 
 ・作業時間は、委託区間における実作業時間（凍結防止剤散布を実施している時間）と

し、準備作業や機械回送に要する時間は含まない。 
 ・作業時間計の欄へ記載する作業時間は１５分単位で記入すること。１５分未満の端数

は切り捨てること。 
 ・作業時間のうち、Ａとは午前８時～午後５時、Ｂとは午後５時～午後８時、Ｃとは午

後８時～午前５時、Ｄとは午前５時～午前８時の作業とする。 
 ・日報は作業日ごとに２部作成すること。 
(3)委託料請求書に添付する作業報告書 
 ・作業日報(別紙６)へ記載する作業時間は１５分単位で記入すること。１５分未満の端数
は切り捨てること。 

 
7．凍結防止剤散布車運転  
 凍結防止剤散布日報及び月報（別紙５）に記入し翌月始めまでに提出すること。 
 
8．その他  
 (1)適用条件 
  委託を受けた（凍結防止剤散布を依頼された）業者は、凍結防止剤散布期間における

急な出動に備えて、週に１回は点検整備の一環として試運転（エンジンを回し、オイ

ルの潤滑チェックを行い、チェーンの緩み確認等）を行うこと。 
 (2)期間等 
  ・契約の日から平成２７年３月３１日とする。 
  ・７日毎に点検する。（散布作業日以降７日毎に点検） 
  ・１回の点検は１５分、エンジンを始動すること。 

(3)凍結防止剤散布作業に使用予定の『凍結防止剤散布車』で規格は『ＢＤＧ－ＦＸ７Ｊ
ＧＷＡ』，登録番号『岡山８００す５６－３１』とする 

  ・車輌は８ｔ車で最大積載量は２６４０ｋｇの２．５㎥の乾式です。 
  ・散布作業は国土交通省仕様の『乾式散布車運転の手引き』を参照  
(4)凍結防止剤散布車の運転作業は、原則として２人で対応すること。 
(5)散布車返納時には，車両を洗車して返納すること。(下回り等の洗車も含む) 
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別紙―３ 
様式第 6号(第 21条関係) 
 

物 品 借 受 申 請 書 
 

        年  月  日 
 
         殿 
 
 

借受人 住 所              
氏 名          印   

 
 下記の物品を借り受けたいから，財産の交換・譲与・無償貸付等に関する条例第 7 条の
規定により申請いたします。 
 
 

記 
 
 
 1 物 品 名                                  
 2 形 質                                  
 3 数 量                                  
 4 借受目的                                  
                                        
                                        
 5 借用期間 自    年  月  日 
                      日間 
        至    年  月  日 

※ 返 納 月 日 月    日 ※ 受 領 印   

※欄は記入しないこと。 
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別紙―４ 
 
 作 業 日 報 受注者：                    現場代理人          ㊞  

 
    月      日    曜 

天候 積雪 

 cm 

気温      

 ℃ 

凍結 

   有  無 
給油量 

ℓ 

 

    

 

  

始発時走行 

メーター（A) 

終了時走行 

メーター（B) 

走行距離

（A)-(B) 
稼働時間（分） 運転者 運転助手 随行 クレーン操作 クレーン補助 

 

 １回目 km km km （分）            

 ２回目 km km km （分）            

 ３回目 km km km （分）            

   散布路線  

 積込み開始時刻 散布開始時刻 終了時刻 積込み数 袋残量 散布路線 大規模農道 津山市野村～東一宮  

 

時    分～ 時  分～ ～   時  分 袋 袋  

大規模農道 津山市上田邑～鏡野町境  

 市道１００２号線 津山市小田中～椿高下  

 市道１００２号線 津山市林田～高野本郷  

 市道１００３号線 津山市林田～八出  

 

時  分～ 時  分～ ～   時  分 
 

 袋 

 

 袋 

  

市道１００３号線 津山市北園町～沼  

 市道１００４号線 津山市山北～上河原  

 市道１００５号線 津山市林田～上河原  

 市道Ｂ261号線 津山市山北～沼  

 

時  分～ 時  分～ ～   時  分 
 

 袋 

 

袋 

  

市道A208号線 津山市押入～川崎  

 市道T037号線 津山市川崎～河辺  

 市道B176号線 
津山市小田中地内 

 

 市道B179号線  
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別紙―５ 

作業月報  平成  年  月分 

出動日 
時  刻 

 時  分～  時 分 

稼働時間 

（分） 
天候 

積雪 

   ｃｍ 

気温 

    ℃ 

凍結 

 有 無 
運転者 運転助手 クレーン操作 クレーン補助 

積込み数     

袋 

走行距離 

    ｋｍ 

  ～ (分）   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  ～ (分)   cm ℃ 有 無         袋 km 

  稼働時間累計 (分）        積込み袋数累計 袋 
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別紙―６ 

１ヶ月当たりの実績報告書     月分 

日時 
作業開始時間 

   ～作業終了時間 
稼働時間 

作業人数 

 （人） 

A B C D 

8：00～17：00 17：00～20：00 20：00～5：00 5：00～8：00 

     時間 人 時間 時間 時間 時間 

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

  １ヶ月の述べ人数 人         

    １ヶ月の述べ時間 時間 時間 時間 時間 
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【参考】 
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